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人口と面積( 2 年. 4. 1)
世 帯242, 762
人 口641, 221 人
男325, 855 人
女315, 366 人

面 積53. 25k ㎡
人口密度12. 042 人/K ㎡
毎月5 日、15日 、25日 発行

木 の 国 で 深 呼
吸

あ だ ち
グリ ー ン フェ ス

テ
ィ

バ ル
'

90
東京 都 み ど

り の 日 記念行事

5 月13 日(日) 元渕江公園

記念
植樹

花と
緑の
即売会

緑と水の

ミニSL

ふれあい

動物広場

グリ ーンフェ スティバル' 90プロ グラム

や時間・内容は変史になることがあります。

ラ イブ ・ コ ン サ
ー 卜

〝
光

と

風
〟

森
の
コ
ン
サ
ー
ト

佐
藤

正
美
さ
ん

山
本

智
美
さ
ん

ラ
イ
ブ
ス
テ
ー
ジ

南

英
子
さ
ん

無
料
送
迎
バ
ス
を
運
行

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
当
日

は
、
竹
ノ
塚
駅
東
口
か
ら
、

無
料
送
迎
バ
ス
を
運
行
し
ま

す
。

運
行
時
間

午
前
9
時
～
午

後
5
時

交 通 機 関

竹ノ塚駅東口 発( 稜24) 綾 瀬行
( 車検楊経由)

( 竹15) 花 畑 団 地行
( 北47) 北 干 住行

蕭 保木閊仲 通りバ ス停
下車徒歩3 分

北 干 住 駅 発( 北47) 竹 ノ 塚 駅行
( 北47) 足立清掃工櫑行

着 保 木間一丁目バス停
下 車徒歩3 分

綾 瀬 駅 発( 綾40) 花 畑 団 地行
着 保木 間二丁目バス停

下車徒歩3 分

第
1
4回

緑
の

写

真コ

ン
クール
作

品募集

〝緑 〟

再発見

私
た
ち
の
日
々
の
暮
ら
し

の
中
で
、
や
す
ら
ぎ
と
ゆ
と

り
を
与
え
て
く
れ
る
緑
。

こ
の
区
内
の
身
近
な
緑
を

テ
ー
マ
に
、
写
真
コ
ン
ク
ー

ル
を
吁
い
ま
す
。
レ
ン
ズ
を

通
し
て
、
J
7

再
発
見
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

応
募
要
領

▽
ア
マ
チ
ュ
ア
の
み

ワ

平
成
元
年
9
月
か
ら
2
年
　

8
月
ま
で
に
区
内
で
撮
影
　

し
た
自
作
未
発
表
の
作
品
　

▽
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
…
2
　

L
(
キ
ャ
ビ
ネ
相
当
)
～
　

四
ツ
切
り
、ふ
ち
な
し
(
台
　

紙
不
要
)
▽
応
募
点
数
　

・
;
制
限
な
し
(
入
賞
は
I
　

人
1
点
)

▽
入
賞
作
品

は
返
却
し
ま
せ
ん

▽
入

賞
作
品
は
ネ
ガ
も
提
出

賞

推
せ
ん
・・・
1
点
、
特
選

…
3
点
、
入
選
1
0
点
、
佳

作
…
2
0点
(

計
3
4
点
)

応
募
期
限
8

月
3
1
日
必
着

応
募
先

本
庁
舎
♀

住
)
・

緑
化
係

、
ま
た
は
区
内
写

真
材
料
商
業
協
同
組
合
加

盟
カ
メ
ラ
店

問
合
せ
先

本
庁
舎
宇

住
)

・
・緑
化
係雪

眼
1
1
1
1

㈹

( 第13回緑の写真コンクール作品から)
元年度推せん 岩沢 文夫さん作品

あなたの相談室 問合せ 先 足立区役所本庁舎(千住) 1 階区民相談室

住 所 干住1- 4- 18882- 1111 ㈹

困ったことや心配なことがありましたら、気軽にご相談ください( 無料・秘密厳守)

※ 吝相談とも第2・第4 土曜日は休みです。

□ 本紙は再生紙を使用しています
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みんなの健康 足 立 保 健 所　855- 4161千 住 保 健 所　888- 4277

江 北 保 健 相 談 所　896- 4004
東 和 保 健 相 談 所　606- 4171
中 央 本 町 保 健 相 談 所　680- 5351

く らしの

情 報
本庁舎

(千 住) への

お問 い合
わせは…

882- 1111㈹

福

祉

5
月
1
2日
は
民
生
委
員
の
日

大
正
6

年
5

月
1
2日
に
民
生

委
貝
制
度
が
創
設
さ
れ
た
の
を

記
念
し
て

、
こ
の
日
を

「
民
生

委
員
の
日
」
と
定
め
ま
し
た

。

民
生
委
員
は

、
地
域
社
会
の

中
で

、
生
活
に
困
っ
て
い
る
方

や
児
童
、
心
身
障
盲
、
老
人
問

題
な
ど
で
悩
み
を
か
か
え
て
い

る
人
た
ち
の
良
き
相
談
相
手
と

し
て

、
指
毒

、
援
助
を
し
て
い

ま
す

。

ま
た

、
健
康
保
険
等
の
扶
養

の
認
定
に
関
す
る
無
職
の
証
明

や

、
社
会
福
祉
関
係
の
調
査
依

頼
に
つ
い
て
の
証
明
書
(
調
査

書
・
意
見
を
)
の
発
行

、
シ
ル

バ
ー
パ
ス
の
配
付
な
ど

、
区
や

社
会
福
祉
S
議
会
の
協
力
活
励

も
行
っ
て
い
ま
す

。

民
生
委
員
は

、
社
会
奉
仕
の

精
神
に
羸
み

、
社
会
福
祉
に
理

解
と
熱
意
あ
る
方
に
対
し
厚
生

大
臣
が
委
曝
し
て
い
ま

す
。

個
人
の

秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
の
で

、
福
祉
の
こ
と
に
つ

い
て
は

、
気
軽
に
民
生
委
員
ま

で

ご
相
談
く
だ
さ
い

。

な
お

、
当
区
に
は
攅
人
の
民

生
委
員
か
い
ま
す

。氏
名
、担
当

区
域
等
に
つ
い
て
は

、
担
当
係

に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い

。

問

合
せ
先

本
庁
曾
(
千
庄
)
　

・
民
生
係

福
祉
手
当
(
国
)

定
例
払
い
の
月

特
別
障
害
者
手
当

、
阻
名
児

福
祉
手
当

、
福
祉
手
当
(
経
過

擔
一

分
)

受
給
者
の
方
は

、
今

月
1
0日
ご
ろ

、
届
け
出
の
預
金

囗
匣
に
福
祉
手
当
を
振
り
込
み

ま
す
。
預
金
通
帳
と
印
か
ん
を

持
っ
て
金
融
機
関
で
支
払
い
を

受
け
て
く
だ
さ
い

。

な
お

、
今
回
支
給
分
(
2

月

～
4
月
分
)
の
う
ち

、4
月
分
の

手
当
顎
が
改
定
さ
れ
ま
し
た

。

改
定
内
容
は
表
1
の
と
お
り

で

す

。

問
合
せ
先

本
庁
合

♀

畦
)
　

・
障
害
福
祉
係

表1　 特別 障害者手当 等手当 額改正一 覧

ひ
と
り
親
家
庭
へ
家
政
婦
派
遣

ひ
と

り
親
家
底
の

お
父
さ

ん

、
お
母
さ
ん

、
ま
た
は
お
子

さ
ん
が
詞
気
や
ヶ
が
な
ど
で

。

一
時
的
に
家
事
や
育
児
が
で
き

な
く
な
っ
た
と
き

、
家
事
そ
の

他
日
常
生
活
の
手
伝
い

を
す
る

家
政
婦
さ
ん
を
派
遣
し
ま
す
。

対
象

児
童
育
呪
手
当
の
受
給

資
格
が
あ
り

、
中
学
生
以
下

の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
冢

庭
派
一

回
数

―
慶
の
申
誚
に
つ

き
5
回
以
内
(

年
間
2
0
回
ま

で
)

派
遣
時
間

午
前
7
時
か
ら
午

峻
7
時
ま
で
の
間
で

、8
蒔

間
ま
た
は
4

時
間
を
1

回
と

す
る

申
込
方
法

良
男
を
証
明
で
き

る
も
の
(

診
療
獰
等
)

と
印

か
ん
を
持
参

※
緊
急
の
鳩
合
は

、
代
理
人
ま

た
は
電

話
で

も
受
け
付
け
ま

す

。

申
込

・
問
合
せ

先

太

斤
合

(
千
佳
)

・
児
窶
助
成
係

シ

ョ
ー

ト

・

ミ
ド
ル
ス
テ
イ

給
食
サ
ー
ビ
ス

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
(

寝
た
き

り
老
人
短
期
保
護
)・
ミ
ド
ル
ス

テ
イ
(
寝
た
き
り

老
人
中
期
保

護
)

事
業
と
は

、
寝
た
き
り
の
6
5

歳
以
上
の
お
と
し
よ
り
を
在

宅
で
介
護
し
て
い
る
方
が

、
祠

気
や
冠
婚
葬
奈
な
ど
の
た
め

、

お
と
し
よ
り
を
み
る
こ
と
が
で

き
な
い

婦
合

、
一
時
的
に
高
齢

£
圧
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
で

お
皀
話
を
す
る
も
の
で
す
。

た
だ
し

、
入
院
加
療
を
要
す

る
方
は
、
利
用
で

き
ま
せ
ん
。

給
食
サ

ー
ビ
ス
は
、
同
セ
ン

タ
ー
で
週
2

回
、
昼
食
を
利
用

し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。
セ

ン
タ
ー
へ
徒
歩
で
通
所
可
能
な
6
5

歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
お

よ
び
夫
婦
の
み
の
世
帯
の
方
が

対
象
と
な
り
ま
す
。

利
用
施
設

▽
高
齢
者
在
宅
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
「
は
な
は

た
」
(
花
畑
4
-
3
9
-
1
0
)
▽

紫
磨
園
(
入
谷
3
-
3
-
6
)

利
用
期
間

・
一

用
等

表
2
の

と
お
り

申
込

・
問
合

せ
先

ぶ

庁
舎

(
千
庄
)
・
老
人
福
祉
係

表2　 ショート ステイ等事業の案内

※ 年末・年始は利用できません。

生
活
環
境

ご
協
力
く
だ
さ
い

あ
き
地
の
草
刈
り

区
で
は
、
あ
き
地
の

草
刈
り

を
自
分
で
行
う
方
に
、
草
刈
り

厩
の
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
ま

す
。自

分
で
で
き
な
い
方
に
は
、

―
平
方
㍍
あ
た
り
8
0
円
(

消
費

税
3
%

が
か
か
り
ま
す
)

で
、
X

に
委
託
す
る
方
法
も
あ
り
ま

す
。

問
合
せ
先

水
庁
舎
(
千
僅
)
。

・
緑
化
係

増

額

し
ま
す
生
け
垣
等
の
造
成
へ
助
成
金

区
で
は

、
接
遭
部
分
に
生
垣

等
を
造
成
す
る
方
に
、
助
成
金

を
交
付
し
て
い
ま
す
。

4
月
1

日
か
ら
の
申
請
に
つ

い
て
は
、
表
3
の
と
お
り
助
成

金
を
増
額
し
ま
し
た
。

ぜ
ひ
、
こ
の

機
会
に

〝ま
ち

の
み
ど
り
〟
づ
く
り
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

助
成
の

申
躋
を
行
う
方
は
、

必
ず
楯
工

前
に
、
緑
化

係
ま
で

こ
相
談
く
だ
さ
い
。

申
摶
-
問
合
せ
先
本
庁
き
　

(
千
住
)
・
緑
化
係

ベ ニ カ ナ メ モ チ の 生 垣

表3　助成金の交付額

※ た だ し 、 上 記の 金 額を 超え る 場 合 は、 自 己 負 担と な り 、 交

付 額 以 下 の 場 合は 、 実費 を交 付し ます 。

特 定 地域 と は、 ま ち づく り 活 動 地 域を い い ま す。

水
洗
化
が
可
能
に
な
り
ま
し
た

次
の
地
域
の
水
洗
化
が
可
能

に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
地
域
に
お
住
ま
い
の

方

は
、
3
年
以
内
に
水
洗
化
工

事

を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。

水
洗
化
可
能
地
域
・
供
用
開
始

年
月
日

戻
4
の
と
お
り

問
合
せ
先

下
水
道
小

菅
支
所

M
8
8
2
2

な
お
、
水
洗
化
工

事
費
の
殿

資

あ
っ
せ
ん
制
慶
が

あ
り
ま

す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

閥
合
せ
先

中
央
京
町
庁
舎
・

計
画
謌

整
課
助
虞
係

瞋
5
2
0
8

表4　水洗化が可能となった地域

年

金

サ
ラ
リ
ー
マ

ン
の
奥
さ
ん

届
け
出
は
お
す
み
で
す
か

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
妻
で

、
厚

生
年
金
な
ど
に
加
入
し
て
い
る

夫
の

扶
養
と
な
っ
て
い
る
2
0蔵

以
上
6
0
歳
末
尚
の
方
は
、
手
続

き
に
よ
っ
て
、
S
民
年
金
第
3

号
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
。

区
役
所
に
あ
る
用
紙
に
、
夫

の
助
め
先
で
証
明
を
受
け
、
届

け
出
て
く
だ
さ
い
。

夫
が
国
民
年
金
を
や
め
て
厚

生
年
金
な
ど
に
加
入
し
た
時
は

も
ち
ろ
ん
、
夫
が
転
戦
し
た
時

に
も
、
あ
ら
た
め
て
届
け
出
を

す
る
必
妥
か
あ
り
ま
す
。

な
お
'
1
3

号

被
保
険
者
の

保
険
料
は
、
夫
が
加
入
し
て
い

る
年
金
制
慶
全
体
で
、
負
担
す

る
し
く
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

夫
の
保
険
料
が
増
え
る
こ
と
も

あ
り
ま
せ
ん
し
、
自
分
で
納
め

る
必
要
も
あ
り
ま
せ
ん
。

間
合
せ
先

中
央
本
町
庁
合
・

適
用
係
　

蝣
5
1
5
1

免
除
期
間
の
あ
る
方

保
険
料
は

追
納
で
き
ま
す

国
民
年
金
に
は
追
納
期
問
と

い
う
制
慶
が
あ
り
、
亊
哨
が
あ

っ
て
保
険
料
を
免
除
さ
れ
て
い

た
期
閥
が
あ
る
方
は
、
1
0
年
前

ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ

と
が
で

き
ま
す
。

免
除
の

期
間
は
年
金
額
か
3

分
の
I

と
し
て
扱
わ

れ
ま

す

が
、
追
納
を
す
る
こ
と
で
全
額

納
付
と
な
り
、
年
金
を
翊
や
す

こ
と
か
で

き
ま
す
。

た
だ
し

、
昭
和
6
1
年
4
月
か

ら
の
免
除
期
間
の
遥
祠
の
場
合

は
、
当
時
の
保
険
科
に
加
算
が

つ
き
ま
す
。

免
除
を
受
け
て
か
ら
1
0
年
以

内
に
保
険
料
を
訥
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
と
き
は
、
追
納
す

る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

問
合
せ
先

中
央
友
町
庁
舎

。

保
険
料
係
　

痂
5
1
6
1

戦
没
者
等
の
遺
族
の
方
ヘ

特
別
弔

慰
金
の

支
給

対
象
者

①
満
州
事
変
以
降
。
軍
人
・

軍
属
・
準
軍
耳
と
し
て
峨
闘

公
務
等
に
よ
り
戦
死
・
戦
傷

詞
死
さ
れ
た
方
の
遺
族
(
峨

没
者
等
死
亡
当
時
の
3

観
等

内
観
族
で

、
法
で
定
め
る
先

順
位
者
)
で
、
昭
和
前
年
4
　

月
1
日
か
ら
平
成
元
年
3
月

3
1日
ま
で
の
閠
に
、
公
務
扶

助
科
・
遺
族
年
金
等
の
受
給

権
者
が
い
な
く
な
っ
た
方

※
今
ま
で
に
特
別
弔
慰
金
の
受

給
権
を
取
壽
し
た
方
、
お
よ
び

時
効
に
よ
り
失
権
し
た
方
は
該

当
し
ま
せ
ん
。

②
昭
和
6
0
年
4
月
2
日
か
ら

平
虞
元
年
4
月
1

日
ま
で
の

間
に
、
偽
祠
恩
給
・
障
魯
年

金
等
の
受
給
権
者
が
、
当
該

年
金
の
受
給
の
原
因
と
な
っ

た
障
害
に
よ
り
死
亡
し
、
か

つ
遺
族
年
金
等
の
受
給
権
者

か
い
な
い
遺
族
の
方

支
給
さ
れ
る
特
別
弔
慰
金
1
8
　

万
円
(
6

年
償
還
国
債
)

請
求
期
限
4

年
6
月
2
7日

請
求
・

問
合
せ
先

太
庁
合

(千

住
)
・
民
生
係

道
路
・
住
ま
い

助

成

し
ま
す

住
ま
い
の
リ
フ
ォ
ー
ム
資
金

現
在
お
僅
ま
い
の
冢
や
分
譲

マ
ン
シ
ョ
ン
(
共
用
部
分
を
侖

む
)
を
改
修
す
る
方
が
、
区
指

定
の
金
融
磯
関
か
ら
資
金
を
借

り
入
れ
た
場
合
、
借
入
金
の
1
0

外
分
は
区
か
ら
助
武
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

助
成
金
の
額

▽
自
己
用
住
宅

(分

譲
マ
ン
シ

ョ
ン
の
専
用

部
分
を
含
む
)
・・
'借
入
金
碩

の
叨
%
(

助
虞
最
高
限
慶
額

U
万
円
)

▽
分
譲
マ
ン
シ
ョ

ン
の
共
用
部
分
・
・・
工
尸
あ
た

り
の
借
入
金
額
の
1
0
%
(
助

成
最
高
限
度
額
よ

尸
あ
た
り

5
万
円
)

申
込
方
法

指
定
す
る
金
殿
機

関
か
ら
殿

賢
の
承

認
を
受

け
、
工
事
を
始
め
る
前
に
必

要
一

類
を
扉
え
て
窓
口
へ

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
(
千

住
)
・
ま
ち
つ
く
り
課

消
費
生
活

参
加
し
ま
せ
ん
か

消
費
者
通
信
教
室

消
費
者
セ
ン
タ
ー
で
は
、
身

近
な
消
費
生
活
を
め
ぐ
る
問
題

を
ま
と
め
た
、
テ
キ
ス
ト
を
作

り
ま
し
た

。
こ
の
テ
キ
ス
ト
を

も
と
に
、
通
信
制
に
よ
る
『
消

賢
者
敵
室
』
を
行
い
ま
す
の
で

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

自
宅
学
習
が
基
本
で
す
が
、

都
合
の
つ

く
方
は
ス
ク
ー
リ
ン

グ
に
も
参
加
し
て

い
た
だ
き
ま

す
。
最
後
に
、
レ
ポ
ー
ト
を
提

出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。

ス
ク
ー
リ
ン

グ
の
日
程
・
場
所

・
内
容

表
5
の
と
お
り

講
師

消
費
者
セ
ン
タ
ー
職
員

費
用

無
料
(
テ
キ
ス
ト
は
セ

ン

タ
ー
窓
口
で
配
付

し
ま

す

。
郵
送
希
望
の
力
は

、
送

料
実
費
負
担

、
ま
た

、
料
理

材
料
費
千
円
程
度
は
自
己
負

担
と
な
り
ま
す
)

定
a
5
0

人
(
先
一
順
)

申
込
万
法

セ
ン
タ
ー
窓
口
ま

た
は
(

ガ
キ

申
込
・
問
合
せ
先

消
費
者
セ

ン
タ
ー
(
〒
旧
梅
田
7
1
3
3

―
1
　

勁
5
3
8
5
)

表5　 スクーリングの日程

時間: いずれも午前10～正午
場所: 消 費 者セ ンタ ー

仮
称
消
費
者
通
信
大
学
の
愛
称
募
集

消
費
者
セ
ン
タ
ー
で
は

、
今

年
9

月
か
ら
「(
仮
称
)
消
費
者

通
信
大
学
」
を
開
校
す
る
予
定

で
す

。こ
の

大
学
の
「
愛
称
」
を

公
募
し
ま
す
。
ユ
ニ
ー
ク
な
名

称
を
ふ
る
っ
て
お
葛
せ
く
だ
さ

い

。
ま
た

、
秋
の
閧
校
に
は
ぜ

ひ

、
ご
入
学
く
だ
さ
い

。

応
募
方
法
(

ガ
キ
ま
た
は
電

話
募
一

期
限
7

月
末

応
募
・
問
合
せ
先

消
費
者
セ

ン
タ
ー
(
〒
1
2
3梅
田
7
1
3
3

―
1
　

勁
5
3
8
5
)

消
費
者
セ
ン
タ
ー
公
開
講
座

子
供
た
ち
の
か
ら
だ
に
赤
信
号

「
子
ど
も
な
の
に
成
人
屑
9
・
」

「
牛
乳
や
米
や
卵
を
食
べ
る
と

か
ゆ
い
」1

今

、
子
ど
も
た

ち
の
か
ら
だ
は
赤
信
号
を
発
し

て
い
ま
す

。

回
が
原
因
な
の
か

、
家

庭
で
は
ど
ん
な
こ
と
が
で

き
る
の
か

、
い
う
し
ょ
に

勉
強
し
て
み
ま
せ
ん
か

。

日
程
・
鳩
所
・
内
容

衷

6
の
と
お
り

定
a
4
0

人
(
先
一

順
)

申
込
万
法

セ
ン

タ
ー
窓

口
ま
た
は
電
話

※
2

筬
以
上
学
齢
肋
ま
で

の
お
子
さ
ん
を

、1
5人
ま

で
預
り
ま
す

。5
月
2
1
日

(
月
)

ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い

。
申
込
・
問
合
せ
先

消
費
者
セ

ン
タ
ー
　

糊
5
3
8
5

表6　消費者センター公開講座

場所: 消費者センター　時間: 午前10時～正午

健

康

酒

害

相

談

お
酒
を
や
め
ら
れ
ず
に
悩
ん

で
い
る
人

、
そ
の
家
族
の
方
を

対
象
に
、
専
門
医

、
保
健
婦
が

酒
害
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

日
時
・
鳩
所

▽
千
住
保
健
所

・・・
第
1
・
3

木
曜
日

▽
足

立
保
健
所
・・・
第
2
・
4

笊
曜

※
い
ず
れ
も
午
後
1
時
3
0
分
～
3

時
3
0分

。

申
込
・
問
合
せ
先

千
住
保
健

所
(
　
8
8
8
4
2
7
7
)
、
足
立

保
健
所
(
　
阪
4
1
5
1
)

ご
利
用
く
だ
さ
い

訪
問
看
護
指
導

寝
た
き
り
の
方
を
対
象
に
、

訪
問
看
護
指
導
を
行
っ
て
い
ま

す

。
ご
利
用
く
だ
さ
い

。

対
象

在
宅
で

、4
0歳
以
上
の

寝
た
き
り
の
方

、
ま
た
は
こ

れ
に
準
ず
る
方
の
い
る
家
庭

指
導
内
容

家
庭
で
の
療
養
方

法
・
一

謾
方
法
・
厩
能
回
復

馴
練
方
法
・
家
族
へ
の
肋
言

・
諸
制
度
の
活
用
の
方
法

訪
問
回
数

お
お
む
ね
月
1
回

申
込
・
問
合
せ
先

各
保
健
所

・
保
健
相
談
所

呼
吸
器
病
教
室

日
時
5

月
1
6日
(
水
)
、
午
後

2
時
～
4

時

晒
所

匣
業
振
興
館
3
階
公
会

室
(

本
庁
舎
と
な
り
)

対
象

区
内
在
住
の
ぜ
ん
息
恵

者
柬
認
定
患
者
の
方
に
は

、
別
に

通
知
し
ま
す

。

内
容

『
漢
方
薬
と
気
管
支
ぜ

ん
息
の
治
療
』

講
師

架
(
ヤ
ン
)
哲
宗
氏
=
日

本
橋
芍
奨
(
シ
ャ
ク
ヤ
ク
)
　

医
院
院
長

定
員

旧
人
(
先
着
順
)

費
用

無
料

申
込
方
法

電
話
予
約

申
込
期
限
5

月
1
4
日

申
込
・

問
合
せ
先

太
庁
舎

(
千
住
)

・
公
害
補
僕
係

ご
協
力
く
だ
さ
い

5
月
の
献
血

愛
の

献
皿
に
ご
協
力
く
だ
さ

い

。
日
程
は
表
7
の
と
お
り
で

す

。

受
付
時
間

い
ず
れ
も
午
前
1
0
　

蒔
I
午
後
3

時
3
0分
(
昼
食

・
休
憩
時
間
を
除
く
)

問
合
せ
先

葛
飾
赤
土
子
血
蔽

セ
ン
タ
大

魯
剛
5
7
0
1
)
　

ま
た
は
友
庁
竟

千
住
)
・
保

健
予
防
係

表7　5 月の献血予定表

保
塚
図
書
館
休
館
の
お
知
ら
せ

保
塚
図
寄
館
は

、
工
事

お
よ
び
図
S
塵
理
の
た
め

次
の
と
お
り

休
館
し
ま

す
。

期
間
5

月
1
0日
～
5
月

3
1日
(
2
2日
間
)

写
真
で
た
ど
る

足
立
た
い
む
と
ら
べ
る

荒川の舟遊び
昭
和
3
0年
ご
ろ
に
撮
彫
さ
れ

た
荒
川
の
光
景
で

す
。

幾
そ
う
も
の
ボ
ー
ト
を
浮
か

べ
、
半
袖
シ
ャ
ツ
の
若
者
た
ち

が
、
思
い
思
い
に
オ

ー
ル
を
こ

い
で
い
ま
す
。
こ
の
日
は
跚
天

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
、
ヨ
ッ
ト

の
帆
影
が
水
面
で
三
角
に
揺
れ

て
い
ま
す
。

左
手
俊
方
の
3

本
に
見
え
る

煙
突
は
、
千
住
名
初
の
4

本
煙

突
、
通
称

〝お
化
け
煙
突〟

で

す
。
見
る
方
向
に
よ
っ
て
は
、
2

本
に
も
見
え
た
そ
う
で

す
。

荒
川
は
、
わ
た
し
た
ち
の
も

っ
と
も
身
近
な
リ
ゾ
ー
ト
地
で

す
。
四
季
を
通
じ
て
、
顧
い
の

場
を
鍵
供
し
て
く
れ
て
い
る
の

は
、
今
で
も
変
わ
り
あ
り
ま
せ

ん
。

昔の写真を募集します
このコーナーに提供していただける昔の写真がありましたら
惣連絡< ださい。連絡先 本庁齒・広報曄　s82- l nl ( 代)

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

差
別
を
な
く
す
運
動
(
1
6
)

昭
和
4
0
年
に
出

さ
れ
た

「
同
対
審
答
申
」
の
精
神
を

実
現
す
る
た
め
、
昭
和
4
4
年
7

月
同
和
対
策
事
業
特
別
措

置
法
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

特
別
措
置
法
は
、
国
や
地

方
公
共
団
体
か
協
力
し
て
、

生
活
環
境
の
改
善
、
社
会
福

祉
の
増
進
、
産
業
の
振
興
、

職
葉
の
安
定
。教
育
の
充
実
、

人
権
鳬
護
活
動
の
強
化
等
を

図
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
対
象

地
域
の
住
民
の
社
会
的
経
済

的
地
位
の
向
上
を
不
当
に
は

ば
ん
で
い
る
諸
要
因
を
解
消

し
て
い
く
こ

と
を
め
ざ
し
て

い
ま
す
。

そ
こ
で
'
0

や
地
方
公
共

団
体
は
、
同
和
問
題
解
決
の

た
め
、
啓
発
普
及
活
動
を
は

じ
め
と
し
て
、
生
活
の
安
定

と
福
祉
の
向
上
を
目
的
と
し

た
各
種
の
施
策
を
4
め
て
き

ま
し
た
。

し
か
し
、
結
婚
や
就
職
差

別
、
客
別
又
S

の
発
行
な
ど

社
会
的
に
不
公
正
な
事
象
が

な
く
な
っ
た
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
、
特
別
措
置
法

は
、
1
0
年
の
期
間
を
定
め
た

法
律
で
し
た
が
、
こ
れ
ら
の

間
題
の
解
決
を
め
さ
し
て

、

さ
ら
に
3
年
間
延
長
さ
れ
る

の
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
は

、
本
庁
舎
(

千
住
)
・
同
和
対
策
担
当
へ
。

掲示
板

□
さ
つ
き
即
売
会

日
時
5

月
1
7日
1
1
9
日
、

午
前
9

時
～
午
後
5

時

場
所

千
住
中
居
町
公
園

※
さ
つ
き
の
鉢
植
え
・
肥
料
・

芭
・
鹿
沼
土
な
ど
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
先

緑
ヶ
丘
育
嵎
菌

0
2
8
4
6
2
1
5
2
1

□
労
働
保
険
料
の
申
告
納
付

は
お
済
み
で
す
か

労
働
保
険
料
(
鼈
用
保
険

料
と
労
災
保
険
料
)

は
。
す

で

に
拠
送
さ
れ
て
い
る
申
告
s

に
、
保
険
料
を
添
え
て
5

月
1
5
日
ま
で
に
も
よ
り
の
銀

行
ま
た
は
郵
便
局
へ
納
付
し

て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

▽
ふ
じ
色
の
申

告
s
・
・・
都
労
働
経
済
局
堰

用
保
険
部
・
徴
集
係
2
1
2
5
1
1
1

㈹

▽
凧
色

の
申
告
s
・・・
東
京
労
働
基

準
局
労
災
適
用
課
　

Ⅲ

5
3
1
1

□
技
能
講
習
(

電
気
主
任
技

術
者
第
3
種
)

対
象

ど
な
た
で
も
受
講
で

き
ま
す

日
程
6

月
4

日
1
2
8
日

(
各
コ
ー
ス
5
日
間

、
計

1
5日
間
)
、
夜
間

定
員

各
コ
ー
ス
4
0
人

費
用

各
コ
ー
ス
千
円

受
付
期
間
5

月
7
日
～
1
1
　

日

、
午
前
8
蒔
3
0分
I

午

後
7

蒔

申
込
・
問
合
せ
先

足
立
高

等
職
業
技
術
専
門
校

6
0
5
6
1
4
9

□
短
期
技
能
講
習

▽
第
二
種
亀
気
工
事
士

日
程
6
月
2
7
日
～
7
月
6
　

日
、7
月
1
8
日
1
2
7
日

定
a
各
回
2
0
人
(
先
一
順
)

s
用
5
千
5
0
0
円

申
込
期
間
5

月
1
5日
1
2
5

申
込
・
問
合
せ
先

郡
立
王

子
高
等
職
業
技
術
専
門
稜

9
1
2
3
5
7
4

ひ
ろ
ば

※
先
着
順
で

、1

団

体
1

事
業
、3

カ
月

間
再
掲
載
不
可

。

投
稿
先
・・・
広
報
課

=
催
し
物
=

☆
わ
ん
ぱ
く
相
撲
大
会
5

月
1
3日

、
雨
天
の
場
合
5
月
2
0

日
、
正
午
/
北
千
住
公
園
/

宝
田
　
4
3
4
9

☆
婦
人
倫
理
講
演
会
5

月
1
3

日

、
午
後
1
時
3
0
分
～
3

時
3
0分

、
竹
の
累
セ
ン

タ
ー
/
5

月
2

日
、
午
前
1
0
時
～
1
1

時
4
5分
、
エ
ル

ー
ソ
フ
ィ

ア
/

河
野
　
8
9
7
9
2
2
5

☆
魯
雲
書
酒
晨
5

月
1
5日
1
2
1

日
、
午
喘
9
時
I

午
後
5

時
/
エ
ル

ー
ソ
フ
ィ
ア
/

片
野
　

町
8
0
5
4

=
募

集
=

☆
ア
ー
ト
ー
フ
ラ
ワ
ー
教
室
　

日
ノ
出
町
団
地
和
窒
集
会

所
・
=
隔
週
火
曜
日
、
午
前
1
1

時
3
0
分
1
午
後
4
時
3
0
分
/

エ
ル
ー
ソ
フ
ィ
ア
・
・
・
隔
週
木

曜
日
、午
郎
1
0
時
I
正
午
、

ま
た
は
隔
週
土
曜
日
、午
後

1
時
～
5
時
/
月
額
2
千
5
0
0

円

、
材
料
費
千
円
/

各
ク
ラ

ス
1
0
人
で

締
め
切
り
/
石
井

跏
0
9
6
0

☆
エ
ア

ロ
ビ
ク
ス
(
M
c

ク

ラ
ブ
)

毎
週
月
曜
日

、
午

後
7

時
～
8

時
3
0分
/
エ
ル

ー
ソ
フ

ィ
ア
/

入
会
金

千

円

、
月
額
2

千
円
/

初
心
者

歓
迎
/
奥
田
　

靦
4
4
4
6
(

午
後
7

時
以
降
)

☆
編
物
教
室
第
2
・
4
木

曜
日
、午
後
6
時
3
0
分
～
8

蒔
匐
分
/
竹
の
筱
セ
ン
タ
ー

/
月
額
千
5
0
0
円
/
野
村
　

凶
5
3
5
2

☆
健
康
マ
ラ
ソ
ン
会
員
募
集

男
女
、年
齢
問
わ
ず
/
会
賢

―
力
月
5
0
0
円
/
小
金
井
　

8
9
9
7
7
5
3
(
夜
間
)

☆
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
(
フ
ィ
ッ

ト
ネ
ス
)
毎
週
火
曜
日
(
月

4
回
)
、午
後
7
蒔
I
8
時
3
0

分
/
エ
ル
ー
ソ
フ
ィ
ア
/
月

額
2
千
5
0
0
円
/
無
料
体
験
レ

ッ
ス
ン
あ
り
/

大
杉
　

臈
8
3
1
2

☆
籐
(
と
う
)
工

芸
教
室

第
1

・
3
水
曜
日
、
午
前
1
0

蒔
1

午
後
1
2蒔
3
0
分
/
励
労

擂
祉
会
館
/
月
額
3
千
円
/

高
橋
　

脚
3
6
1
7

☆
王
懦
樊
術
サ
ー
ク
ル
(

絵

画
)

第
2
・
4

水
曜
日

、

午
後
1

時
3
0分
I
3

時
3
0
分
/

王
子
信
用
金
麿
新
田
支
店

会
議
室
/

材
料
費
の
み
負
担
/

初
心
者
歓
迎
/

近
藤
　
9
1
2
4
3
8
2

☆
木
曜
ヨ
ー
カ
ク
ラ
ブ
毎

週
木
岨
日
、
午
後
1
野
1
5
分

～
2
野
4
5
分
/
青
年
セ
ン
タ

ー
/
入
会
金
千
円
、
月
額
千

网
円
/
ヨ
ー
ガ
で
心
身
の
健

梟
を
/
高
橋
　
膳
1
4
8

☆
ジ
ャ
ス
ー
リ
ズ
ム
体
操

(
フ
レ
ッ
シ
ュ
)
毎
週
木
暖

日
、午
後
7
時
I
8
時
3
0
分

/
千
寿
第
6
小
学
校
体
育
館

/
入
会
金
2
千
円
、一
回
5
0
0

円
/
中
村
　
脚
6
7
2
7

☆
エ
ア
ロ
匕
ク
ス
毎
週
月

曜
日
、午
肋
9
蒔
3
0
分
～
1
1

時
/
エ
ル
ー
ソ
フ
ィ
ア
/
入

会
金
2
千
円
、
月
額
2
千
円
、

維
持
賢
峩
円
/
初
心
者
、
子

供
も
可
/
佐
S
　
8
5
9
2
6
5
3
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浮
世
絵
・
版
画
展
を
開
催

記
念講演会
浮
世
絵
の
お
も
し
ろ
さ

昭
和
6
1年
の
開
館
以
来
、
収

集
し
て
き
た
浮
世
絵
・
版
画
を

時
代
別
、2
關
に
分
け
て
展
示

し
ま
す
。

浮
世
絵
は
、
江
戸
時
代
庶
民

の
中
か
ら
生
ま
れ
て
き
た
文

化
。
そ
こ
に
は
話
題
の
美
人
、

人
気
役
者
、
名
所
風
景
な
ど
が

い
き
い
き
と
描
か
れ
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

展
示
期
間
5

月
2
0日
I
フ
月

1
0日
(
月
曜
日
休
館
、6
月

1
9日
は
臨
時
休
館
)

開
館
時
間
午
前
9
時
～
午
後
　

5
時
(
入
館
は
4
時
3
0分
ま

で
)

入
館
料

▽
大
人・
=
2
0
0
円

▽

小
・
中
学
生・
:
1
0
0
円

ワ
団

体
(
2
0
人
以
占

・
:
各
半
額

◆
特
別
展
記
念
誦
演
会

日
時
5

月
2
6日

玉
)

、
午
後

2
時
か
ら

テ
ー
マ

浮
世
絵
の
お
も
し
ろ

さ
講
師

高
橋
克
彦
氏
(「
写
楽
殺

人
事
件

」「
北
斎
役
人
事
件

」

の
著
者
)

定
員

Ⅲ
人

申
込
方
法

往
復
(

ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

号
、「
講
演
会
希
望
」
と
明
記

了

人
1

通
)

申
込
期
限
5

月
1
5
日
必
着

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

郷

土
博
物
館
(

〒
図
大
谷
田
5
　
-
2
0
1
1

雲
6
2
0
9
3
9
3
)

あしだち大学
歴 史 コ ー ス

日本の夜明け( 幕末・維新)

激
動
の
明
治
維
新
。こ
の
時

代
を
生
き
た
人
々
の
生
き
ざ

ま
、
暮
ら
し
を
見
つ
め
、
現
代

に
阿
を
も
た
ら
し
た
か
を
学
び

ま
す
。

期
間
5
月
2
5
日
～
9
月
2
1
日
　

(
全
H
回
)
、
午
後
1
時
3
0分

～
3
時
3
0分

対
象

区
内
在
住
・
在
勤
の
6
0
　

歳
以
上
で
、
全
回
出
席
で
き

る
方

定
員
4
0
人
(
抽
選
)

費
用

無
料

申
込
方
法

往
復
(
ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、

電
話
番
号
、「
あ
し
だ
ち
大

学
、
歴
史
コ
ー
ス
希
望
」
と

明
記

申
込
期
限
5

月
1
5日
消
印
有

効
場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先
花
　

畑
老
人
館
(
干
圖
花
畑
4
-
-
　

1
6
-
1
3昔
8
5
0
2
6
1玉

情

報 コ ー ナ ー

郷 土博 物 館 展示解説ボランティア募集
郷土博物館を見学される方に区の

歴史を一層深く理解していただくた
め、展示の解説等をしてくださるボ
ランテ ィアを募集します。
対象 下記のすべての条件を満たす
方> 区内在住・在動・在学で18　
歳以上 の方 郷土 博物館主 催
「解説ボランティア養成セミナー
(右表) 」修了者[ > 土・日曜・祝
日の午後に解説活動できる方

定員30 人( 抽選)
申込方法 往復ハガキに住所、氏名、
年齢、職業、電話番号、厂ボランテ
ィア希望」と明記

申込期限5 月12日必着
申込・間合せ先 郷土博物館〒120　
大谷日5- 20- 10620 ―9393

解説ボラ ンティ ア養成セミ ナー
苗酒木轆日14: a〕～16: l 】

健康体操講習会
ストレッチ、エアロビクス、リズ

ム体操などを中心に、誰でも手軽に
できる運動の実技、指導方法を学び
ます。
日時6月1・8・15・22日、午後　
60^30分～8日寺30分

場所 中央本町センター
対 象18 歳以上の 区内在住・ 在勤

で、指導者を目指す方、および地
域で活動中の方

定員50 人( 抽選)
費用 無料
申込方法 往復ハガキに住所、氏名、
年齢、電話番号、職業、「健康体操
希望」と明記

申込期限5 月24日必着
申込・問合せ先 本庁舎( 千庄) ・体
育振興係 〒120千佳1- 4- 18　　　　　　

c882 ―1111㈹

保育ボランティア養成講座
生涯学習活動に子育て中のお母さ

んの参加が増えています。このお母
さんを応援し、子どもの成長を助け
るボランティアになり ませんか。
前期は考え方を中心に、後期は遊

び方などを中心に学びます。
日程5月24日～7月19日( 前期) 　
9月6日～11月29日( 後期)

内容 右表のとおり
対象 区内在住・在動・在学の女性
定員30 人( 抽送)
費用 無料
申込方法 往復ハガキに住所、氏 名、
年齢、職業、電話番号、希望理由、
「保育ボランティア希望」と明記

申込期限5 月12日必着
場所・申込・問合せ先 婦人総合セ
ンター 〒123 梅田7 ―33―1　　

0880 ―5222

保育ボランティア養成講座( 前期)

*時間はいずれも午後2時～4時

青年センタ ーの催し
経験は一切問いません。

◆ 5 月のシネサ囗ン' インテ ィージ
ョーンズ最後の聖戦
100^ 液晶ビジョン設置記念
キリストカ旬桀( はりつけj にさ才1

た時、その血を受けた聖杯の行方を
追い、ナチスと戦うインディ。父親
との心の交流を交えながらl苗く、冒
険アクション大作です。
日時5月16日( 水) 。午後7時～
定員80 人( 入場無料)
申込方法5 月6 日から整理券配布

いずれも一
場所・申込・問合せ先 青年センター

0890 ―0061

● ヤングミセスの子育てサロン
日時に5月9日‥ ・講演会「子育て　
の基本としてのしつけ」5月　
23日‥ ・話し合いいずれも午前10　
時～正午

費用 無料
申込方法 当 日直接会場へ
※ 保育については、お問い合わせく
ださい。
◆ ボランテ ィア募集
毎月第2 日曜日に、心障者を 対象

に料理、工作、スポーツなどの「あ
だち日曜教室」を行っています。こ
の教室をより充実したものとするた
め、ボランティアを募集し ます。

ぜん息キャンプ
参 加 者 募 集

日程7月30日～8月4日
場所 あすなろの里( 茨城県水海
道市)

対象区内在住の気管支ぜん皀の　
児童・生徒( 小学3年～中学3　
年)

定員30 人( 先看順)
費用 無料
申込方法 申込書に必要事項を記
入し、窓口へ( 用紙は公害補償
係にあります)

申込期間5月7日～11日
※ 公害病認定患者の方は、別に募
集します。
申込・問合せ先 本庁舎( 二骭住) 　
・公害補償係0882 ―1111㈹

手作り絵本教室
子どもたちに手作りの文化をg

えるため、ちぎり絵で絵本をrFり

ます。どうぞ、ご参加ください。

期間5月～3年3月{前期・・・毎　
月第4木曜日、後期‥ ・毎月第1　
・2・4木曜日}、午前10時～正午

定員10 人 〔先 着順 〕
費用 無料

申 込 方法 直 接窓 口 また は電 話

申 込 開 始5 月6 日
場 所・申 込・問 合せ 先 花畑 児 童館

n850- 2617

あなたも
国際ボランティア活動に

国際親善協会では、足立区を訪
れる外国人を迎え入れ、親善を深
める、ホームステイ・ホームビ ジ
ットの家庭を募集しています。
関心のある方や登録を希望する

方は、事務局にお問い合わせく だ
さい。
申込条件 区内在住の方( 単身者
を除く)

内容 ホームステイ・ホームビ ジ
ットのホストファミリーとし て
国際親善を深める

申込・問合せ先( 財) 国際 親善協
会事務局( 区役所仲町分室)

C882 ―l l l Kf t )

鹿沼さつき祭りキャラバン

鹿沼 市で5 月26 日から開 かれ
る、さつき祭りの一環として。さ
つき等の無料配布を行います。
日時5 月6日、午前10時30分から
場所 北千住駅西口広場
問合せ先 本庁舎( 千住) ・文化
施設建設室0882 ―1111㈹

区役所本庁舎( 千住)
地下駐車場の利用中止
清掃のため、地下駐車場が使用

できなくなります。
日時5月12日、午前9時～正午　
< わしくは、( 財) 足立区まちづ

くり公社( f 1604- 776D まで。


